
① 環 境 衛 生 設 備 の 設 計 概 要 書  [ 給水設備：その１ ]

No. 設 備 基 準 設 計 内 容 基準によることができない理由 確認

１ 給水は直圧直結方式又は増圧直結方式を採用できる建物についてはこ

れを標準とする。受水槽及び高置水槽（以下「貯水槽」という。）を設け

る場合は、衛生上支障のない場所に設置し、保守点検が容易かつ安全にで

きる設備を有すること。

受水槽 ： 有 ・ 無

設置場所： 平面図のとおり

階 段： 有 ・ その他（ ）

高置水槽 ： 有 ・ 無

設置場所： 平面図のとおり

階 段： 有 ・ その他（ ）

２ 貯水槽室には、換気、照明、排水の設備を設ける。 換気： 有 ・ その他（ ）

照明： 有 ・ その他（ ）

排水： 有 ・ その他（ ）

３ 貯水槽の周囲は、六面（天井、底部、周壁）からの保守点検が行えるよ

う十分なスペースを確保する。

（周囲・底：60ｃｍ以上 上部 150ｃｍ以上）

周囲： ｃｍ

底 ： ｃｍ

上部： ｃｍ

４ 貯水槽の有効容量は、次のとおりとする。

ア 受水槽の有効容量は、1日使用水量の 4/10~6/10を標準とする。

イ 高置水槽の有効容量は、1日使用水量の 1/10を標準とする。

1日使用水量（設計）： ㎥

受水槽容量（有効）： ㎥

高置水槽容量（有効）： ㎥

５ マンホールの構造は、次のものを標準とする。

ア マンホールの直径は、60ｃｍ以上で防水型、鍵付きとし周囲から

立ち上げること。

イ 貯水槽が樹脂製で屋外に設置する場合には、マンホールを２重ぶ

たとする。

マンホールの直径（内径）： ｃｍ

立ち上げ ： ｃｍ

カ ギ ： 有 ・ その他（ ）

２重ぶた ： 該当せず。

有 ・ その他（ ）

※「設計内容」欄（太ワク内）にマル印または数値等を記入してください。

設計概要書②［給水設備：その２］も記入してください。



② 環 境 衛 生 設 備 の 設 計 概 要 書  [ 給水設備：その２ ]

No. 設 備 基 準 設 計 内 容 基準によることができない理由 確認

６ オーバーフロー管と給水管末端との間には吐水口空間を確保する。 吐水口空間 ： ｃｍ

（給水管呼び径 ： ｃｍ）

７ オーバーフロー管と水抜き管は分離させるとともに、それぞれ排水口空

間を確保する。

排水口空間（オーバーフロー管）： ｃｍ

（水 抜 き 管） ： ｃｍ

（排水管径（オーバーフロー管）： ： ｃｍ）

（水抜き管）： ｃｍ

８ オーバーフロー管及び通気管の開口部には、耐食性の防虫網を設ける。 防虫網：有 ・ その他（ ）

９ 貯水槽を屋外に設置する場合は、遮光性に十分配慮する。 遮光性： 配慮済み

その他（ ）

10 飲用に供する給水管には、飲用以外の配管や設備を直結しないこと。 飲用系統配管と接続する飲用以外の設備

無 ・ 有（設備名： ）

11 給水管は、水質に悪影響を与えない材質のものを使用する。 給水管材質：

12 散水栓等を設ける場合には、床埋め込みとせず、壁付き又は立ち上げ型

とする。

散水栓： 設置せず 壁・立柱・その他（ ）

バキュームブレーカー ： 有 ・ 無

潅水装置： 有 ・ 無

バキュームブレーカー ： 有 ・ 無

廃棄物保管場所の給水栓 ： 有 ・ 無

バキュームブレーカー ： 有 ・ 無

13 建築物内には直結給水栓を設ける。 直結給水栓： 有 ・ その他（ ）

※「設計内容」欄（太ワク内）にマル印または数値等を記入してください。

設計概要書①［給水設備：その１］も記入してください。



③ 環 境 衛 生 設 備 の 設 計 概 要 書  [ 排水設備 ]

No. 設 備 基 準 設 計 内 容 基準によることができない理由 確認

１ 汚水槽及び雑排水槽（以下「排水槽等」という。）を設ける場合は、受

水槽を設置している部屋又はピットと隣接しない位置になるように配慮

する。

排水槽等と受水槽との水平距離 ： ｍ

２ 排水槽等は排水が長時間滞留することのない容量とし、雑排水、汚水は

原則として別の槽に貯留する。

排水槽等の容量（有効） ： ㎥（ ）

： ㎥（ ）

汚水、雑排水槽の兼用 有 ・ 無

３ 排水槽等の内部は不浸透性の耐水材料を使用し、槽の底部には吸い込み

ピットを設け、このピットに向かって適当な勾配をとること。

内部材質：

ピット： 有 ・ その他（ ）

床勾配： 有 ・ その他（ ）

４ 排水槽等は臭気漏れのない構造とし、外気に直接開放した通気管は周囲

に配慮するとともに耐食性の防虫網を設ける。

臭気漏れ： 配慮済み

その他

防虫網： 有 ・ その他（ ）

５ 排水槽等のマンホールの直径は、60ｃｍ以上で防臭型とし、保守点検が

容易に行える位置に設ける。

マンホールの直径： ｃｍ

６ 排水槽等の内面で、かつ、マンホールの直近にフックを設ける。 フック： 有 ・ その他（ ）

７ 排水槽等のマンホールがあるポンプ室等は換気のできる構造とする。 換気設備： 有 ・ その他（ ）

８ 排水中に油脂、厨芥などが含まれる場合は、保守点検のできる有効な位

置に十分な性能を有する阻集器を設ける。

阻集器：該当せず

営業用厨房数 箇所

阻集器数 箇所

その他（ ）

９ 排水管には、異物の除去や清掃が容易にできる位置に清掃口を設ける。 排水設備系統図による

10 雨水排水立て管は、汚水管等との兼用や連結をしないこと。 排水設備系統図による

※「設計内容」欄（太ワク内）にマル印または数値等を記入してください。



④ 環 境 衛 生 設 備 の 設 計 概 要 書  [ 空調・換気設備：一般用 ]

No. 設 備 基 準 設 計 内 容 基準によることができない理由 確認

１ 居室等の２4時間換気に必要な給排気設備を有効な位置に設ける。 平面図、空調設備系統図による

２ 浴室、便所には、専用又は兼用の換気設備を設け、喫煙所、湯沸室に

は、専用の換気設備を設ける。

便所 箇所

換気設備： 完備・一部・その他（ ）

湯沸室 箇所

換気設備： 完備・一部・その他（ ）

喫煙所 箇所

換気設備： 完備・一部・その他（ ）

３ 外気取入口は、新鮮な空気を取り入れられるような位置に設ける。 平面図、立面図、空調設備系統図による

４ 排気口は、外気取入口及び隣接した建築物に影響を与えない位置に設け

る。

排気口と外気取入口の最短距離 ｍ

５ 駐車場系統の外気取入口及び排気口は、専用のものとし、居室系統とは

兼用しないこと。

空調設備系統図による

６ 空気調和機は、保守点検及び修理が容易に行える場所に設置し、周囲に

は十分な点検スペースを確保する。

周 囲（床置き型）： ｃｍ

点検口（天井埋設型）：完備・一部

その他（ ）

７ 外気導入量は、設計人員一人当たり２５㎥/Ｈ以上とする。 外気導入量計算書による。

８ 空気清浄装置は、良好な室内空気環境が維持できる性能を有するものを

設置する。

除じん効率計算書による

９ 加湿装置は、良好な室内空気環境が維持できる性能を有するものを適切

な位置に設置する。

加湿効率計算書による

10 加湿に用いる水は、衛生的な水を使用すること。 加湿水の種類：上水・その他（ ）

※「設計内容」欄（太ワク内）にマル印または数値等を記入してください。

共同住宅は設計概要書⑤［空調・換気設備：共同住宅］を記入してください。



⑤ 環 境 衛 生 設 備 の 設 計 概 要 書  [ 換気設備：共同住宅 ]

No.
設 備 基 準 設 計 内 容 基準によることができない理由 確認

１
居室等の２4時間換気に必要な給排気設備を有効な位置に設ける。 換気種別： 第一種・第三種（換気扇）

その他（ ）

設置場所

一種の場合： 空調設備系統図のとおり

三種の場合

自然換気口位置： 平面図のとおり

換気扇位置： 平面図のとおり

他用途との兼用： 便所・浴室・台所

その他（ ）

兼用無

防塵フィルター： 有 ・ 無

２
浴室、便所には、専用又は兼用の換気設備を設ける。 浴室

換気設備： 全室完備・その他（ ）

防塵フィルター： 有 ・ 無

便所

換気設備： 全室完備・その他（ ）

防塵フィルター： 有 ・ 無

※「設計内容」欄（太ワク内）にマル印または数値等を記入してください。

共同住宅以外の用途は設計概要書④［換気設備：一般用］を記入してください。



⑥ 環 境 衛 生 設 備 の 設 計 概 要 書  [ レジオネラ症感染源となる設備：冷却塔等 ]
No. 設 備 基 準 設 計 内 容 基準によることができない理由 確認

1 冷却塔等を設ける場合は、冷却水の衛生、飛沫の飛散に配慮した構造と

し、点検、清掃、消毒､冷却水の入れ替え等の作業を容易に行うことがで

き、かつ、当該建築物の居室開口部、外気取入口及び他の建築物への影響

を考慮した位置に設ける。

冷却塔の構造 方式： 向流式 ・ 直交流式

ｴﾘﾐﾈーﾀー： 有 ・ 無

強制ブロー装置： 有 ・ 無

吐水口空間： ｃｍ

詳細は別紙のとおり

設置場所： 平面図のとおり

外気取入口等からの距離： ｍ

障壁等： 有 ・ 無

薬剤投入装置： 連続注入・その他（ ）

無

2 冷却塔等に用いる水は水道法に規定する水質基準に適合するものとす

る。

冷却塔に用いる水の種類： 上水

その他（ ）

※「設計内容」欄（太ワク内）にマル印または数値等を記入してください。



⑦ 環 境 衛 生 設 備 の 設 計 概 要 書 [ レジオネラ症感染源となる設備：循環式浴槽 ]
No. 設 備 基 準 設 計 内 容 基準によることができない理由 確認

1 循環式浴槽（循環ろ過器などを敷設した浴槽）を設ける場合は点検、清

掃、消毒、浴槽水の入れ替え等の維持管理を容易に行うことができる構造

とすること。

浴槽の構造

浴槽容量： ㎥

ろ材の種類： 砂・ｶーﾄﾘｯｼ゙・その他（ ）

集毛器： 有 ・ 無

詳細は循環ろ過系統図のとおり

使用する水の種類： 上水・その他（ ）

設置場所

浴槽： 平面図のとおり

機械室： 平面図のとおり

2 レジオネラ属菌を抑制するため有効な塩素剤等を連続注入する設備を

設ける。

消毒剤の連続注入装置： 有 ・ 無

設置場所： 平面図および、ろ過系統図のとおり

3 気泡発生装置等を設ける場合は、吹き込む空気が汚染源とならないよ

う、空気取入口の構造、位置に配慮する。

気泡発生装置等： 有（ ）

無

空気取入口の構造： フィルタ有 ・ 無

位置： 平面図のとおり

※「設計内容」欄（太ワク内）にマル印または数値等を記入してください。



⑧ 環 境 衛 生 設 備 の 設 計 概 要 書 [ レジオネラ症感染源となる設備：給湯設備 ]
No. 設 備 基 準 設 計 内 容 基準によることができない理由 確認

1 給湯設備を設ける場合は点検及び清掃が容易に行える場所に設ける。 設置場所 平面図のとおり

2 加熱装置は末端栓で 55℃以上に保持できる能力を有するものとする。 能力の有無： 有 ・ 無

温度計の設置： 有 ・ 無

温度計の設置場所： タンク・返湯管・

その他（ ）

3 貯湯槽を設ける場合は点検及び清掃を容易に行うことができ、かつ、槽

内の温度が均一となる構造とすること。

貯湯槽の構造： 貯湯槽の容量 ㎥

排水弁 有 ・ 無

詳細は別紙のとおり

4 循環式の中央式給湯設備では、設備全体に湯水が均一に循環するよう流

量弁等を設ける。

給湯系統図のとおり

※「設計内容」欄（太ワク内）にマル印または数値等を記入してください。



⑨ 環 境 衛 生 設 備 の 設 計 概 要 書  [ レジオネラ症感染源となる設備：加湿設備 ]
No. 設 備 基 準 設 計 内 容 基準によることができない理由 確認

1 加湿装置を備える場合は、加熱式のものとする。 加湿装置の方式： 加熱式・その他（ ）

⑩ 環 境 衛 生 設 備 の 設 計 概 要 書  [ レジオネラ症感染源となる設備：修景施設 ]
No. 設 備 基 準 設 計 内 容 基準によることができない理由 確認

1 エアロゾルの発生の恐れのある修景施設を設ける場合は、循環式浴槽に

準じたろ過装置及び消毒装置を設ける。

修景施設の種類： 噴水・滝・

その他（ ）

修景施設の構造：

容量： ㎥

ろ過装置： 有 ・ 無

ろ材の種類：砂式・カートリッジ式

その他（ ）

消毒剤の連続注入装置： 有 ・ 無

詳細は循環系統図のとおり

設置場所 平面図のとおり

※「設計内容」欄（太ワク内）にマル印または数値等を記入してください。



⑪ 環 境 衛 生 設 備 の 設 計 概 要 書 [ 廃棄物等保管設備 ]

No.
設 備 基 準 設 計 内 容 基準によることができない理由 確認

１ 廃棄物・再利用対象物を収納するのに十分な広さを有する保管場所を

設ける。

廃棄物保管場所面積 ㎡

再利用対象物保管場所面積 ㎡

２ 廃棄物保管場所は、収集及び搬出が容易に行える場所に設置する。 平面図による。

３ 廃棄物・再利用対象物の保管場所は区画された構造にするとともに換

気・照明設備を設ける。

区 画 ： 完全区画

その他（ ）

換 気 ： 有 ・ その他（ ）

照 明 ： 有 ・ その他（ ）

４ 廃棄物保管場所には給水栓及び排水設備を設ける。なお、給水栓はバキ

ュームブレーカーを取り付ける等、逆流防止のための有効な措置を講ずる

こと。

給水栓 ： 有 ・ 無

給水方式 ： 直圧直結方式・増圧直結方式

貯水槽水道

バキュームブレーカー ： 有 ・ 無

排水設備： 有 ・ その他（ ）

５ 廃棄物・再利用対象物の保管場所は防虫防そ構造とする。 防虫網 ： 有 ・ その他（ ）

※「設計内容」欄（太ワク内）にマル印または数値等を記入してください。


